
北本県土整備事務所 道路施設担当、用地担当

令和７年７月５日（土）、１３日（日）
中 平 塚 公 民 館



東京都

草加市

川口市

さいたま市

上尾市

桶川市

東京外環自動車道

圏央道事業概要

これまでに開通している区間
約２６ｋｍ

令和５年11月２３日度開通９００ｍ
（原市平塚工区）

第二産業道路全体
約３２ｋｍ

事業区間１，３００ｍ
（平塚工区）



整備概要

延長：１，３００ｍ（県道上尾蓮田線から都市計画道路小敷谷吉田通線）
（通称はなみずき通り）

幅員： ３０ｍ（車道４車線、自転車歩行者道（両側））
事業期間：
総事業費：

歩行者
３．０ｍ

自転車歩行者道
５．５ｍ

車道６．５ｍ 中央分離帯４．５ｍ路肩
０．７５ｍ

車道６．５ｍ

標準幅員３０ｍ

路肩
０．７５ｍ

自転車歩行者道
５．５ｍ

自転車
２．０ｍ

歩行者
３．０ｍ

自転車
２．０ｍ



現地の状況

県道上尾蓮田線

県道さいたま菖蒲線



現地の状況

県道さいたま菖蒲線



① 道路ネットワークの強化

③ 歩行者や自転車の安全な通行確保

② 周辺道路の渋滞緩和

県道さいたま菖蒲線の延伸整備により、県道や国道１７号とのネットワークが強化され
円滑な交通の確保、災害時の輸送力の強化などの効果が期待されます。

円滑な交通の確保により、慢性的な渋滞が生じている周辺道路において、渋滞の緩和が
期待されます。

幅員５．５ｍの自転車歩行者道を整備し、自転車と歩行者の通行空間それぞれを分離す
ることにより、双方の安全・安心な通行空間が確保されます。

事業効果

【周辺道路の渋滞状況】 【自転車歩行者道の整備状況】

※写真入れる
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